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党

志
あ
ら
む
者
余
の
言
を
聴
け
！
今
現
代
の
宗
教
界
を

遼
観
せ
ば
可
驚
可
恐
、
混
濁
叉
腐
敗
大
口
闘
の
大
邪
法
横

行
脅
展
せ
り
、
今
之
を
獣
過
し
不
閉
じ
附
さ
む
か
、
共
じ

無
関
地
獄
に
堕
在
す
川
、
し
、
余
蕗
に
大
決
心
を
起
乙
纏
綿

せ
る
数
多
の
情
買
を
破
棄
し
、
錦
園
鴻
入
飽
泡
脅
闘
せ
む

さ
欲
す
、
請
ム
高
園
の
憂
士
揮
℃
聾
援
を
奥
へ
よ
。

先
外
遺
構
敢
に
及
ぷ
に
先

rち
、
我
偽
教
徒
を
観
察
す

る
仁
、
瀧
汗
頬
額
に
流
る
、
備
徒
多
く
は
錦
欄
を
飾
り
償

階
を
欲
し
、
愚
夫
愚
婦
を
迷
以
せ
、
哀
瞳
儀
式
を
事
ご
し

寺
門
経
替
に
眠
m
b
た
る
有
様
『
哨
偽
徒
！
』
鳴
呼
此
堕
落

此
無
白
血
耳
、
現
代
の
働
教
徒
が
共
櫨
威
を
失
墜
し
、
本
働

敬
一
不
の
霊
化

ω光
り
失
せ
、
信
仰
の
曾
債
漸
〈
認
め
ら
れ

ず
あ
る
は
、
皆
是
仁
起
因
す
る
也
。
悌
数
て
ふ
命
玉
も
ゐ
・
・

や
糞
泥
に
埋
れ
て
は
世
の
総
て
よ
・
り
臓
れ
し
ご
℃
厭
は
る

、
子
は
常
然
の
結
果
さ
云
ム
ペ
し
。
群
生
救
梼
の
目
的
州
を
以

て
、
巾
訴
を
捨
て
し
僧
侶
が
寺
内
経
替
に
耽
溺
し
、
忍
辱
降

魔
の
大
蔵
服
も
℃
死
人
を
建
迎
し
、
以
上
に
之
を
歌
迎
す

る
の
死
物
崇

τ

拝
的
事
象
を
寧
ろ
能
事
さ
す
る
じ
至
h

リ
て
は

殆
ざ
驚
麟
昏
倒
せ
む
ば
か
・
9
争
b
o
然
れ
ざ
葬
儀
は
組
先

崇
拝
の
美
徳
の
秀
で
た
る
日
本
、
殊
仁
信
仰
よ
り
必
然
仁

偽
者
の
手
を
侯
た

5
る
を
得
ぬ
観
念
よ
り
起
る
も
の
な
れ

ば
、
悪
観
す
る
に
は
非
ず
、
唯
能
事
ご
す
る
を
制
す
る
の

み
。
或
小
施
中
枝
に
於
て
一
教
師
が
生
徒
じ
究
の
如
〈
質
問

せ
b
o
『
寺
院
は
何
を
な
す
慮
に
や
』
生
徒
日
〈
『
葬
儀
を

執
行
す
る
慮
あ
り
』
ご
。
比
一
事
深
〈
寺
院
生
活
の
何
者
か

を
語
が
如
し
。
一
小
原
生
徒

ιす
ら
現
時
の
寺
院
生
活
を

摘
接
せ
ら
る
h

に
徴
し
て
、
如
何
に
世
人
の
脳
裡
へ
一
一
般

的
に
探
刻
せ
し
か
を
知
る
べ
し
、
此
堕
落
せ
る
寺
院
、
之

江
附
随
せ
る
数
高
の
惜
侶
中
、
志
念
勝
れ
・
し
者
比
を
自
畳

せ
る
有
b
z
雄
も
、
倫
煩
悶
悶
惑
の
蹴
態
を
縫
績
し
、
接

表
を
曙
踏
す
る
も
の
多
し
、

3
れ
ざ
余
は
就
れ
の
煩
悶
の

険
路
も
踏
破
・
し
、
自
費
の
世
界
に
雄
飛
せ
ん
さ
す
る
も
の

な
り
。
憂
士
ょ
、
余
等
は
遁
の
錦
に
身
を
捧
げ
定
戒
を
修

す
る
は
、
悉
〈
無
上
遣
を
体
し
、
他
・
ぜ
し
て
亦
心
霊
の
安

住
所
、
生
活
、
進
退
の
蹄
依
蕗
に
依
ら
・
し
む
る
震
に
出
家
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せ
し
に
は
非
十
や
。
月
指
摘
経
仁
は
正
し
〈
現
時
治
滅
の
惨

肢
を
詑
き
、
勝
霊
経
に
は
絡
し
〈
折
伏
の
時
代
来
れ
る
を

示
せ
り
。
晴
、

A
寸
や
寒
心
す
ぺ
き
宗
教
界
を
し
て
洗
帯
争

る
聖
戦
に
依
っ
て
大
革
命
を
惹
起
し
、
令
法
久
住
以
っ
て

悌
恩
に
報
ず
べ
き
好
機
合
は
来
れ
h
r
o
此
聖
戦
乙
を
悌
致

の
樺
威
、
悌
陀
慈
売
の
復
活
、
借
賢

ω骨
骨
殻
な
る
出
典
に

し
て
準
撃
的
態
度
の
日
蓮
門
下
の
急
務
で
あ
る
。
き
れ
ば

千
古
不
世
出
の
偉
人
大
聖
日
蓮
は
、
建
長
五
年
の
朝
よ
り

弘
安
五
年
の
タ
仁
亙
る
、
殆
ん
ざ
三
十
年
間
瓦
石
万
杖
の

妨
害
も
、
還
流
尿
出
の
大
難
小
難
交
φ
迫
ろ
も
、
自
己
の

所
信
聞
も
悌
敬
大
革
命
の
震
に
天
下
を
敵
ご
し
大
奪
闘
を

試
み
て
、
我
等
行
者
に
姫
路
～
範
を
率
一
一
不
せ
り
、
何
程
に
大

事
日
蓮
を
し
て
偉
大
亭
ら
し
め
た
る
宇
宙
の
大
霊
た
る
久

遠
本
偽
の
妙
力
は
、
更
に
偉
大
仁
は
非
ず
や
。
然
り
大
事

の
信
仰
は
其
活
動
を
し
て
宜
ち
に
大
霊
の
稜
勤
ご
せ
る
争

り
、
又
或
は
永
享
年
中
久
遠
成
院
親
師
又
は
慶
長
年
間
常

楽
院
経
師
等
の
先
哲
諦
師
が
禁
獄
々
門
の
惨
形
肉
体
的
極

刑
本
敢
て
之
を
僻
せ
ぎ
り
し
は
、
組
師
を
通
じ
て
久
遠
の

本
偽
の
威
霊
に
戚
壱
し
所
あ
b
た
れ
ば
奇
b
。
然
る
に
日

運
門
下
ご
名
く
る
者
此
の
意
向
は
疎
か
、
未
知
の
寄
生
虫

す
ら
発
生
す
る
に
到
り
で
は
憤
涙
潜
々
登
止
む
る
を
得
ん

や
。
古
来
日
蓮
主
義
者
が
血
ご
生
命
ど
に
よ
り
て
、
報
園

殉
法
し
た
る
勇
猛
熱
烈
守
る
信
仰
の
節
義
を
現
代
に
復
活

せ
む
ご
す
る
は
、
現
代
宗
敢
の
衰
微
に
あ
り
て
日
蓮
門
下

方
A
寸
の
大
責
任
あ
り
。
従
来
宗
教
殺
展
政
策
上
宗
教
の
貴

族
的
ご
争
れ
ば
共
宗
教
は
障
に
己
び
た
る
な
り
。
所
謂
貴

族
的
布
敬
の
不
可
を
鑑
み
、
先
師
先
哲
の
標
揚
せ
る
日
蓮

魂
を
畿
揮
し
、
平
民
的
立
脚
よ
り
昏
睦
舷
態
じ
あ
る
国
民
、

杏
人
類
を
し
て
革
新
的
に
費
醒
す
ぺ
〈
努
力
せ
ぎ
る
可
か

ら
ず
。
之
れ
宗
教
刷
新
偽
致
革
命
の
急
先
鋒
た
る

H
蓮
主

義
に
於
℃
始
め
て
奉
る
。
軽
薄
な
る
世
間
、
泊
。
墜
落
に

漉
る
枇
界
よ
り
、
日
連
主
義
の
硬
骨
的
布
教
に
は
喜
ば
す

ご
す
る
も
、
世
諺
に
『
可
愛
い
子
に
は
族
を
当
せ
よ
』
の

警
あ
り
。
邪
法
悪
思
想
に
劃
し
て
は
大
打
撃
ご
云
ふ
ベ
し
、

さ
れ
ざ
親
子
闘
係
慈
悲
重
下
た
る
以
上
は
止
む
を
得
ぎ
る

也
。
故
に
瞬
時
葉
勢
力
乏
し
ご
離
も
。
一
度
勢
力
を
得
む

か
偉
業
爆
裂
し
て
作
す
所
に
作
詩
し
む
。
そ
は
其
の
根
抵

の
輩
岡
仁
し
て
他
の
何
物
を
も
之
を
侵
し
得
ぎ
れ
ば
な
り
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換
言
せ
ば
唯
一
一
絶
品
到
の
宗
敷
ば
惑
に
最
後
を
成
せ
り
、
余

等
宿
楠
甚
厚
の
至
す
所
に
や
‘
此
難
値
の
宗
敬
仁
一
出
曾
し

難
生
の
末
法
仁
遭
遇
せ
し
は
悌
天
の
加
護
仁
非
ず
し
て
何

手
、
幸
な
る
哉
。
唯
一
一
絶
劃
の
宗
教
時
代
は
唯
一
一
絶
劃
の

宗
殺
を
要
求
せ
り
、
祉
関
介
は
時
ご
共
に
複
雑
に
、
人
必
は

粛
々
一
混
道
義
仁
一
趨
り
つ
冶
あ
る
み
・
H
の
時
勢
の
推
移
を
察

し
、
講
談
的
設
教
践
は
皐
者
筑
取
の
演
説
が
腐
敗
せ
る
枇

界
を
教
化
し
指
導
す
る
事
を
得
huゃ
、
如
ら
ず
や
義
務
的

の
説
教
演
説
は
枇
界
を
盆
す
る
事
貧
弱
な
る
を
。
事
賞
宗

殺
の
前
途
を
憂
ふ
る
者
、
国
家
の
安
寧
を
計
る
者
、
宜
し

く
宗
教
の
撰
揮
に
注
目
し
、
弘
教
の
時
期
を
阻
蹄
せ
し
め

ず
、
不
安
慎
幡
に
包
括
せ
ら
れ
し
思
想
界
を
廓
清
し
、
混

純
た
る
宗
敬
界
を
し
て
大
刷
新
な
苫
℃
る
可
ら
ず
、
現
今

の
時
勢
は
日
蓮
主
義
勃
興
を
盆
々
照
著
な
ら
’
し
め
た
り
o

何
ご
＋
が
れ
ば
時
代
の
要
求
仁
乙
て
革
新
的
面
目
の
躍
如
た

る
あ
れ
ば
あ
b
’P

請
ふ
天
下
の
憂
士
、
余
の
徴
哀
を
感
み
以
て
此
大
信
念

を
扶
育
せ
し
め
ら
れ
ん
事
を
切
に
希
望
し
℃
止
ま
ず
。

末
法
統
に
五
百
年
邪
教
邪
軍
は
押
寄
せ
b

永
世
の
閣
の
夢
醒
め
て

正
法
護
持
の
旗
を
立
て

獅
子
奮
準
の
勇
起
・
』
乙

一
一
悌
来
に
鯖
す
る
ま
で

ご -n.折昨
も向伏日
にふ逆に
立敵化錘
1~ をのる
な討鋒今
ん」もを日
軍1鎮取は
場iめ b唯

意

義

め

る

生

活
IE 

己

吾
等
は
如
何
に
生
〈
ぺ
き
か
の
問
題
は
、
最
近
仁
至
っ

て
馨
る
し
〈
箕
面
白
じ
考
へ
ら
れ
る
様
に
争
っ
て
来
た
。

徒
ら
に
文
字
を
弄
す
る
思
索
的
遊
戯
に
止
ら
ず
、
賓
際
的

じ
深
き
考
察
ど
強
烈
な
要
求
ご
ま
っ
て
現
は
れ
て
来
た
。

生
さ
ん
ご
す
る
心
！
此
れ
は
入
間
に
限
ら
ず
動
物
の

共
性
有
で
あ
る
。
ぜ
人
間
も
亦
如
何
に
芯
益
し
て
生
き
ん
ご

す
る
欲
望
を
有
し
て
居
る
、
然
し
此
の
欲
望
が
何
故
生
じ

て
来
た
か
は
如
何
な
る
宗
教
家

ε離
も
知
ち
得
ぎ
る
所
で

あ
る
。
が
兎
仁
角
己
に
生
さ
ん
ご
す
る
欲
望
を
有
す
る
以

上
、
生
き
る
ご
一
宮
ふ
事
が
目
的
で
あ
b
又
生

S
る
事
に
大

あ
る
慣
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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